
（別紙３）

～ R7年8月31日

（対象者数） 37名 （回答者数） 26名

～ R7年10月6日

（対象者数） 8名 （回答者数） 8名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 スタッフ全体の意見を伝え合える環境作り

2

保護者会を定期的に行い、
保護者の方同士の結びつきも強くしていく

2ヶ月に一回の自助会（アユムーン）をお知らせし、
定期的に話が出来る環境提供を行う

3
定期的にスタッフの意見交換を行い、

今後も専門的な支援プログラムの提供を行う

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
他事業所と合同のイベント参加の機会や

隣接している高齢者のリハビリデイ（nagomi）との
交流を増やしていく

2
お子さま、保護者の方の意見をお伺いし、

ニーズに合わせてプログラムにも組み込めるよう努めていく

3
空間分け等安全に活動出来る工夫

室外での活動（おでかけ等）も取り入れていく

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービスAYUMOおおとり

○保護者評価実施期間 R7年8月12日

○保護者評価有効回答数

R7年10月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R7年10月6日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

広々とした空間の確保 運動をメインで行う為、狭さを感じやすい

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

事業所外の人と交流する機会が少ない
地域の小学校に通っているお子さまが

ほとんどで、ニーズが少ない

柔軟なプログラム設定
プログラムの内容が確立しており、

半年間のサイクルを設定している為、
内容の大幅な変更が難しい

自信や意欲を持って参加出来るような環境作り
プログラムの設定・振り返り・見直し

定期的な研修によるスタッフの意識向上

保護者の方との関係、結びつき
送迎時にお会いした際に

丁寧なヒアリングや情報共有を心掛ける
また、連絡ノートや面談等で情報共有を行う

確立したプログラムの提供

運動療育による感覚統合に重点を置いた脳への働きかけにより
生活能力の土台となる感覚を整え、

その上に生活技術（学習・生活・対人スキル）を
積み上げるプログラムを提供する

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

児童発達支援・放課後等デイサービスAYUMOおおとり
公表日 R7年10月20日

利用児童数 37名 回収数 26名

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 24 2 0 0

小学校高学年にもなると、男女共に大き
くなるのでドッチなどすると必然的に狭
く感じる。ですがその中で工夫していつ
も支援して頂いてます。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 26 0 0 0

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い
ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

25 1 0 0

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

25 1 0 0

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援
が受けられていると思いますか。 

25 1 0 0
その時の気分や体調(怪我)などに合わせ
て声掛けだったり変えて下さり子供の気
持ちを考えてくれてると思います。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と
合っていると思いますか 。

25 1 0 0

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて
いると思いますか。

26 0 0 0

事業所名

ご意見を踏まえた対応

運動をするための十分なスペース（64
㎡）がございます。遊ぶ場所や遊ぶ内容
に合わせて室内を区切る等工夫し、危険
のないようにのびのびと遊べる環境を整
えてまいります。

専門性:保育士資格、幼稚園教諭免許、
小学校教諭免許、理学療法士、児童指導
員等、有資格者を配置しております。
また、１日を通して常時4～5名のスタッ
フを配置しております。

あい・さかいサポートリーダーを受講し
ているスタッフも在籍しておりますので
今後とも全スタッフで定期的に研修の受
講・共有を行い、専門性を更に高められ
るよう努めて参ります。今後もお子さま
一人ひとりが安心して過ごせるよう、職
員一同で体制の見直しと連携の強化に努
めてまいります。

施設内に段差はなくバリアフリー化に努
めております。本人に分かりやすいよう
にホワイトボードにスケジュールを掲示
したり、絵カードを使用したり、個人に
あった支援を心がけております。

外からの光を取り込むことで居心地のい
い空間作りを行っております。 毎日の清
掃、空気清浄機の設置、気温に合わせた
空調管理を行い、心地よく過ごせる空間
作り目指しております。自由時間等、お
子さまの希望する活動が複数に分かれる
際はテント（大・小）等で空間を区切っ
て活動に集中しやすい環境を作っており
ます。

日頃からお子さまの状況を保護者の方と
伝え合えるよう留意しております。
朝礼や終礼を通してスタッフ間で情報共
有を行う時間を設けております。今後も
お子さま一人ひとりへの共通理解を大切
にしながら、サポートをさせていただき
ます。

今後も支援の内容を保護者様と共有出来
るように発信してまいります。ご意見等
ございましたらお伝えいただけますと幸
いです。

少なくとも半年に1回は面談を行い、お
子さまや保護者様のニーズを踏まえ、個
別支援計画の案をもとに職員との支援会
議後、個別支援計画の本案を作成してお
ります。

環
境
・
体
制
整
備

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支
援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適
切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います
か。

26 0 0 0

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 25 1 0 0

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います
か。

25 1 0 0
梅雨の時期には傘をさす練習など、季節
に沿ったテーマで取り組みをさせても
らっており有難いです。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会
がありますか。

8 11 7 0

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい
て丁寧な説明がありましたか。

26 0 0 0

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま
したか。

25 1 0 0

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています
か。

23 2 1 0
家でも出来る事があれば教えていただけ
ると嬉しいです。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に
ついて共通理解ができていると思いますか。

24 2 0 0

運営規定、利用者負担に関しましてはご
契約時に必ずご説明をさせていただいて
おります。また、ご契約前に一度お越し
いただき実際の支援プログラムを体験し
ていただいた上でご説明をさせていただ
きます。ご不明な点がございましたらい
つでもご質問ください。

案の段階で説明をし、意向との相違点等
がないか確認しております。その後、本
案の作成を行い再度説明・確認をさせて
いただきますので保護者様には今後とも
ご協力賜りますようお願い申し上げま
す。

さかいハッタツ友の会が主催する自助・
家族会「アユムーン」の開催場所提供を
しており、職員も参加交流しておりま
す。（偶数月の第３土曜日、14:00～
16:00）今年度の保護者会はさかいハッ
タツ友の会を設立された石橋様にご参加
頂き、保護者の方々と職員と情報共有を
させていただく機会を設けました。
またご家庭で出来る事もスタッフ間で話
し合い、お伝え出来る機会も増やしてい
けるよう努めてまいります。

送迎時等、お会い出来た際に活動中の様
子等はお伝えさせて頂いております。ご
希望の方にはお子さまが来所されている
時間帯に見学をしていただけます。個別
支援計画に沿った支援の中での発達の状
況、課題については半年に１回の面談時
により深くお話をさせていただいており
ます。

適
切
な
支
援
の
提
供

アセスメントに沿って、それぞれの支援
内容を設定し計画書に位置付けておりま
す。内容について疑問等ございました
ら、追加でご説明させていただきますの
でお気軽にお問い合わせください。

本計画を立てる前に職員間で面談内容の
共有を行い、支援会議を行っておりま
す。全職員が計画案を確認し、内容につ
いての意見を出し合う機会を設けており
ます。個人のファイルに計画を挟み、全
職員がすぐに確認出来るようにしており
ます。今後も計画に沿った支援を心掛け
てまいります。

今後も季節にちなんだ活動を取り入れ、
保護者の方からのニーズにもお応え出来
るよう工夫してまいります。
3ヶ月（2週×6）で同じ種目に繰り返し
取り組んでおります。繰り返して取り組
むことで種目の上達を促し、達成感を感
じられるようにしております。全職員で
年間の振り返りをし、プログラムの改善
を目指しております。祝日のイベントプ
ログラム内ではいつもと違ったメニュー
も用意しておりますので是非お越しくだ
さい。

現状、そのような機会が中々取れていな
い状況となっております。冬に西区の合
同イベントにて他事業所との交流を予定
しております。



16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 25 1 0 0

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 25 1 0 0

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流
の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ
い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら
れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

19 7 0 0

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている
とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周
知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています
か。

24 2 0 0

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると
思いますか。

25 1 0 0

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制
等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ
れていますか。

25 1 0 0 様子を写真で見れて嬉しいです。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 26 0 0 0

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま
すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

26 0 0 0

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練が行われていますか。

26 0 0 0

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、
安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

25 1 0 0

書類関係は鍵のかかるキャビネットで、
厳重に管理しております。
契約時に説明をしている『個人情報使用
同意書』に書かれている範囲内で使用さ
せていただき、SNS等でもお子さま、保
護者様の顔が写らないようスタンプ等を
押して配慮しております。

年間で計画を立て、マニュアルに沿って
研修をしております。保護者様にも周
知・説明していけるようすすめてまいり
ます。

半年に1回子どもたちと一緒に避難訓練
を行っております。事前にご連絡させて
いただき、ご家庭でも避難の仕方を確認
していただけるようお声掛けさせていた
だいております。また、職員間で避難誘
導の研修を定期的に実施しております。

非
常
時
等
の
対
応

年間を通して安全計画を策定しておりま
す。今後も安心して過ごしていただける
よう周知の工夫をしてまいります。計画
についてもご質問等あればいつでもお問
い合わせください。

保
護
者
へ
の
説
明
等

少なくとも半年に1回は面談をさせてい
ただいております。保護者の方の気持ち
に寄り添った傾聴を心掛け、不安の解消
をしていただくことを大切にしておりま
す。分かる範囲の助言以外は一度持ち帰
り、職員で話し合ったうえでの回答や、
専門機関の紹介をさせていただくことも
ございます。親子通所でご利用の方はプ
ログラム終了後、関わり方に関してのお
話をする機会を設けております。

面談以外の時間も保護者の方ととお話さ
せていただく機会を大切にしていきたい
と考えております。今後もお子さま、保
護者様に寄り添った支援が出来るよう努
めてまいります。

8月に開催した保護者会ではさかいハッ
タツ友の会を設立された石橋様にご参加
頂き、情報共有を行いました。保護者会
に関しては今後も定期的な開催を行って
まいります。保護者の方々と職員と情報
共有をさせて頂く機会を設けました。
きょうだいについての支援についてもご
希望ございましたらお伝えいただけます
と幸いです。

直接、保護者の方、お子さまとの会話を
大切にすることはもちろん、連絡ノート
に記載して頂いたことに対してのお返事
もさせていただいております。これから
もお子さまのご様子を保護者の方に出来
るだけ詳しく伝えていけるよう努めてま
いります。

お子さまたちの活動スケジュール等を毎
月発行の「AYUMOだより」にてお知ら
せしております。Instagramにも日々の
活動の様子を公開しております。自己評
価表もHPに記載しておりますのでご確認
ください。

相談や申し入れがあった場合、職員間で
相談内容の共有を図り、今後どうしてい
くのかを話し合い、即時対応しておりま
す。



26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事
故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

25 1 0 0

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 24 1 1 0

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 24 2 0 0
行くまでは嫌がるけど行けば楽しんでい
ます。

29 事業所の支援に満足していますか。 25 1 0 0 いつもありがとうございます。

満
足
度

難しい事にもお友達やスタッフと一緒に
少しずつ挑戦し、スモールステップを達
成出来るようサポートさせていただきま
す。今後もお子さま達の「出来た!」を
たくさん引き出せるような支援を心掛け
てまいります。

事故発生時の対応につきましては、契約
時にご説明をさせていただいておりま
す。また、実際に支援中の怪我等が起き
た場合は速やかに保護者様にご連絡・ご
相談をさせていただいております。

環境整備や職員のスキル向上に努め、今
後も安心して通所出来るような事業所作
りをしてまいります。

少しでも楽しく通えるよう、何か不安な
事等がございましたらご相談をいただけ
ますと幸いです。これからもお子さま達
に楽しんで参加してもらえるよう支援を
してまいります。



（別紙５）

児童発達支援・放課後等デイサービスAYUMOおおとり
公表日 　　　　　R7年10月20日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 8 0

・運動をするための十分なスペース（６４
㎡）、運動器具用の倉庫、別室にて相談室が
あります。またクールダウンのスペースも用
意しています。
・未就学児のクラスは同時刻に５人までのク
ラスとなっており、広々と活動出来ていま
す。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である
か。

8 0

・専門性:保育士資格、幼稚園教諭免許、小
学校教諭免許、理学療法士、児童指導員等、
有資格者を配置しております。
・子どもとの関わり方等の研修を受講してい
ます。
・配置数は常時４～５名配置している為、ス
タッフ１名につき１～２名のお子さまを見る
ことが出来ています。
・きょうだい児と一緒に来所される際は保護
者の方に見守りをお願いしております。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化
や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

8 0

・施設内に段差はなくバリアフリー化に努め
ています。
・訓練室は掲示物を無くす事で刺激を減ら
し、プログラムに集中出来るようにしていま
す。
・やることリストを見て、自分で身支度が出
来るように分かりやすくしています。
・ホワイトボードにプログラムのスケジュー
ルが分かるようにプレートを貼り、始めの会
で見せながら話をする等、見通しを持って活
動に参加出来るようにしています。また、絵
カードや表を使った視覚支援を行っていま
す。
・洗面所には補助台、トイレには補助便座を
用意しています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

8 0

・外からの光を取り込む事で居心地のいい空
間作りを行っております。
・ 毎日の清掃、空気清浄機の設置、気温に合
わせた空調管理を行い、心地よく過ごせる空
間を大切にしております。
・自由時間などお子さまの希望する活動が複
数に分かれる際はテント（大・小）等で空間
を区切って活動に集中しやすい環境を作って
います。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら
れる環境になっているか。 

8 0
・相談室や一人用のテントを使ってクールダ
ウンの時間を作れるようにしています。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）
に、広く職員が参画しているか。

8 0
・毎年、スタッフ間でプログラムや業務内
容・年間のスケジュールの振り返りをし、改
善を目指しています。

事業所名

環
境
・
体
制
整
備

事業所における自己評価結果公表



7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。

8 0

・年に一度実施し、結果とフィードバックを
ホームページに掲載しています。
・アンケート調査の結果を踏まえ職員で改善
策の話し合いをしています。
・保護者の方からのニーズに関しては全職員
で把握し、改善すべき点を話し合ったり、集
団での改善の難しさがあるニーズは自由時間
に個人で取り組んだり、違った視点からの療
育が出来るよう心掛けています。すぐに改
善、取り組める事にはすぐに対応し、保護者
の方に伝えていけるようにしています。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか。

8 0
・週や月、年間の振り返りの際に改善に向け
て職員間で意見を出し合っています。
・面談の機会を半年に1回設けております。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている
か。

5 3
・第三者委員会は現在設置しておりません。
・外部講師等を招いた上での研修の機会等は
設けています。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で
研修を開催する機会が確保されているか。

8 0

・事業所内での研修や外部講師を招いた研修
を年間スケジュールを立てた上で実施してい
ます。
・外部での研修会に職員の偏りがないように
参加しています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 8 0

・運動療育を通じ、お子さま一人ひとりの個
別の目標達成に向けて「健康・生活」「運
動・感覚」「認知・行動」「言語・コミュニ
ケーション」「人間性・社会性」の5つの領域
から総合的にアプローチを行えるプログラム
を作成し支援しております。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計
画を作成しているか。

8 0

・少なくとも半年に1回は面談を行い、お子さ
まや保護者の方のニーズを踏まえ、個別支援
計画の案をもとにスタッフとの支援会議後、
個別支援計画の本案を作成しております。

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責
任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ
どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

8 0

・スタッフ間での共通理解が出来るよう日々
の様子の振り返りや面談内容の共有をした
り、支援会議をした日に休んでいた職員には
個別で意見を聞いたりしながら全職員で計画
についても考えられるようにしています。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援
が行われているか 。

8 0

・個別支援計画の案の時点で全スタッフに確
認してもらい、支援会議にて意見を出す機会
を設けております。今後も計画に沿った支援
を心がけて行きます。

・スタッフが日々、一人ひとりの個別支援計
画を意識出来るような工夫を試行錯誤してい
きます。

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ
ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使用する等により確認しているか。

8 0
・アセスメントシートを用いてお子さまへの
状況の理解を深めています。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ
ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、
「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい
及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に
設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

8 0
・お子さまの状況に合わせて出来る範囲で支
援内容を設定し、行っています。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 8 0

・スタッフ間で年間の振り返りをし、プログ
ラムの改善を目指しています。
・イベントの担当スタッフを年間を通して決
め、色々な視点を持ち、支援出来るようにし
ています。

業
務
改
善

適
切



18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 8 0

・3ヶ月（2週×6）で同じ種目に繰り返し取り
組んでいます。繰り返して取り組む事で種目
の上達を促したり、達成感を感じたり出来る
ようにしています。
・祝日のイベントプログラム内では季節に
沿った活動を楽しんでいます。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放
課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。

8 0
・プログラムの中では集団での活動が主な時
間と机上課題等、一人ひとりに合わせた課題
を行う時間を提供しています。

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい
るか。

8 0
・毎日の朝礼で事前にお子さまの状況やプロ
グラム内容について情報共有しています。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援
の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

8 0
・翌日の朝礼で前日の振り返りを行い、情報
共有しています。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に
つなげているか。

8 0

・サービス提供の記録、支援の経過記録をご
利用される毎に行い、いつでも支援内容や様
子の振り返りが出来るようにしています。そ
の他にも必要に応じて業務日報への記録を行
い職員間での共通認識が出来るようにしてい
ます。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し
の必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。

8 0

・基本的に半年に一度、全スタッフで計画の
見直しを行っていますが保護者の方からの要
望があった場合、即時に対応出来るようにし
ています。
・具体的な目標設定を行い、本人にとっても
達成感が感じられるようにしています。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組
み合わせて支援を行っているか。

8 0

・複数の遊び道具を用意する等、自由時間の
中で好きな遊びを選び挑戦できる環境を大切
にしています。
・プログラムを通して日常生活動作の獲得や
地域の中でのルール（お買い物等）を確認す
る機会を作っています。
・お子さまたちの意見を取り入れながらプロ
グラムの進行をすることに留意しています。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決
定をする力を育てるための支援を行っているか。

8 0
・聴覚情報や視覚情報を用いて、お子さまに
合わせた複数案の提示を行い自己決定への支
援をしています。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

8 0

・フロアスタッフと伝達内容について共有
し、主に児童発達支援管理責任者が参加して
おります。可能な日はフロアスタッフも同席
しています。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

8 0

・医療的ケアを必要とする利用児の該当はあ
りませんが医師の指示書が必要な児童に対し
ては指示書通りの対応を行います。
・学校、福祉事業、基幹相談支援や役所との
連携も必要時には行っています。

28
学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時
刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）
を適切に行っているか。

8 0

・年間行事を毎年保護者の皆様から共有して
いただいております。
・必要時には学校との連絡を取り合い調整等
行っています。

切
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29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支
援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

8 0

・未就学児のクラスから継続してご利用され
ている方につきましては情報共有をしている
お子さまもいらっしゃいます。
・小学生のクラスからご利用の方につきまし
ても今後必要に応じてできるようにしていき
ます。

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所
等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して
いるか。

6 2
・小学校のクラスまでの為、現状実績はござ
いませんが卒業された方からのご要望があれ
ば情報提供に努めます。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー
パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。

8 0

・育成事業の方に来ていただいた際にスタッ
フも研修に参加しています。
・また、あい・さかいの研修を受講していま
す。今後もいろいろな職員が受講出来るよう
にしていきます。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す
る機会があるか。

5 3
・利用されているほとんどのお子さまが地域
の小学校に通っています。

・事業所の活動として交流の機会を持つ事は
まだまだ少ない為、工夫出来る点を模索して
いきます。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 5 3

・地域の事業所連絡会への参加を積極的にし
ています。
・西区の自立支援協議会へも可能な限り出席
しています。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。

8 0
・連絡ノートや直接のお話出来る時間から、
情報共有し、共通理解を持てるようにしてい
ます。

35
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ
ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機
会や情報提供等を行っているか。 

8 0

・さかいハッタツ友の会が主催する自助・家
族会「アユムーン」の開催場所提供をしてお
り、職員も参加交流しています。（偶数月の
第３土曜日、14:00～16:00）
今年度の保護者会はさかいハッタツ友の会を
設立された石橋様にご参加頂き、保護者の
方々と職員と情報共有をさせていただく機会
を設けました。
またご家庭で出来る事もスタッフ間で話し合
い、お伝え出来る機会も増やしていけるよう
努めてまいります。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を
行っているか。

8 0
・契約時に説明しています。また、変更が生
じた点はその都度説明を行い、同意書等を頂
いています。

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意
思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど
もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

8 0
・半年に一回保護者の方と面談をさせていた
だき、その時のお子さまの状況等を確認し、
計画書に反映させていただいております。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行
い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

8 0
・案の段階で説明をし、意向との相違点等が
ないか確認しております。その後、本案の作
成を行い再度説明・確認を行います。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必
要な助言と支援を行っているか。

8 0

・訪問、来所、電話等相談があった場合、傾
聴を心掛け、不安の解消に努めます。分かる
範囲の助言以外は一度持ち帰り、全職員で共
有した後、話し合った上での回答をしていま
す。
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40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま
た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている
か。

8 0

・今年度の保護者会はさかいハッタツ友の会
を設立された石橋様にご参加頂き、保護者の
方々と職員と情報共有をさせていただく機会
を設けました。
・さかいハッタツ友の会が主催する自助・家
族会「アユムーン」の開催場所提供をしてお
り、職員も参加交流しております。（偶数月
の第３土曜日、14:00～16:00）

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも
に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に
対応しているか。

6 2

・苦情が発生した際のマニュアル、フローの
作成を行い迅速かつ適切な対応が出来るよう
にしています。また、職員間での共有・反省
を行い再発の防止に努めています。

42
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ
り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対
して発信しているか。

8 0
・月に一度、おたよりを発行しています。
・SNSを用いて情報の発信をしています。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 8 0

・書類関係は鍵のかかるキャビネットで、厳
重に管理しています。
・契約時に説明をしている『個人情報使用同
意書』に書かれている範囲内で使用していま
す。SNS等でもお子さま、保護者の方の顔、
名前が写らないようスタンプ等を押して配慮
しています。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。

8 0

・ホワイトボードや絵カードを使って視覚か
らのアプローチをしたり、漢字を使わず短文
で伝えたりして情報を伝達出来るように努め
ています。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。

8 0

・祝日のイベントプログラム等で地域のお店
にお出かけをして、地域との関わりの機会も
設けています。
・また、法人内のリハビリデイサービスを利
用されている高齢者の方々とも交流を図って
います。

46
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発生を想定した訓練を実施しているか。

8 0
・マニュアルを策定し、年間スケジュールに
合わせた研修・訓練を実施しています。

・ご家族の皆さまにもマニュアルの内容を周
知出来るようにしていきます。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、
定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

8 0
・実際の避難経路の確認等、防災訓練で行っ
ています。

・シフト制・出勤数が少ない非常勤スタッフ
もいる為全員が参加して訓練を行う事が難し
い現状ですが情報共有をして全員が理解出来
るようにしていきます。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し
ているか。

8 0
・服薬やてんかん発作等についてはフェイス
シートを用いて情報提供をして頂き日々の様
子を見ています。

・予防接種の記録については現在把握出来て
おりません。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応
がされているか。

8 0

・年度の始まりにフェイスシートの見直しを
保護者の方にしていただき、お子さまのアレ
ルギーの把握が出来るようにしています。
・イベント等で施設から食べ物を提供する際
には改めて保護者の方々にアレルギーの確認
をしております。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

8 0
・安全計画を作成し、計画に基づき研修や訓
練を実施しております。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全
計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

8 0

・避難訓練をするときには事前に一斉連絡を
行い、内容を周知しています。その際に避難
場所についてもお知らせし、保護者の方々へ
の理解を深められるよう努めています。
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52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について
検討をしているか。

8 0

・毎日の朝礼時に前日のヒヤリハットの確認
をし、全スタッフで情報共有後、ヒヤリハッ
ト報告書に報告者、発生日時、場所、内容、
状況、要因、課題・対策を記入し、全職員で
確認し、再発防止に繋げていきます。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。

8 0
・虐待防止委員会の設置をし、定期的な研修
を職員に対して行っています。

54
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放
課後等デイサービス計画に記載しているか。

8 0

・身体拘束適正委員会にて方針の決定を行
い、従業者に周知しています。
・施設前が通行量のある道路の為、施設は二
重施錠の上、利用者の皆さまにはやむを得な
い場合の身体拘束についてのご説明をさせて
いただいています。活動中のやむを得ない身
体拘束については個別支援計画にて同意して
いただき、その都度、保護者へのご説明、記
録、報告を行っていきます。


